
福島県立医科大学

第 4回 甲状線検査専門委員会診断基準等検討部会

1 開 会

ぐ） 2 挨拶

次第

日時：平成 24年 11月24日（土） 13 : 00～16 : 00 

場所：東京駅八重洲カンファレンスルーム 5-A 

福島県立医科大学放射線医学県民健康管理センター

セシター長 山下俊一

3 委員紹介

4 議事

［報告】

( 1 ）第3回 甲状線検査専門委員会診断基準等検討部会について

【協議】

( 1）一次検査、二次検査の進捗状況と問題点

( 2 ）県外検査の開始について

( 3 ）判定の結果通知の方法について

(4) 自己情報開示について

( 5）講習会の認定基準について

5 その他

6 閉 会



！
 

石
不
一

一資一一布一
弓
E

一

云間一

第4固 甲状線検査専門委員会診断基準等検討部会次第

第4回 甲状線検査専門委員会診断基準等検討部会名簿

第4回 甲状線検査専門委員会診断基準等検討部会座席表

報告 1 第3回 甲状線検査専門委員会診断基準等検討部会記録

協議ト1 甲状腺検査の実施状況等について

協議 1-2 甲状腺検査の結果概要

協議ト3 甲状腺検査（二次検査）の実施状況

協議 2-1 県外検査実施機関での検査実施等について

協議 2-2 県外検査フローチャート

協議 2-3 県外検査予約状況（平成 24年 11月 22日現在）

協議 2-4 県外検査実施状況（平成 24年 1i月22日現在）

協議 3-1 判定の結果通知の方法について

協議 4-1 甲状腺検査の自己情報開示請求について

協議 5-1 甲状腺超音波検査講習会について
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第4回甲状腺検査専門委員会診断基準等検討部会名簿

【委員］

※5 0吾隔にて作成

【協力委員】

［福島県立医科大学 関係教職員】

所属機関 職 氏名

l；福島県立医科大学 放射線医学県民健康管理センター長 山 下 俊 一

2福島県立医科大学
放射線医学県民健康管理センター

鈴木長一甲状腺部門部門長

3福島県立医科大学 放射線健康管理学講座教授 大津留晶

4福島県立医科大学 医療工学講座准教授 福島俊彦

5福島県立医科大学 放射線健康管理学講座講師 緑川早苗

6福島県立医科大学 放射線医学県民健康管理センタ一広報部門長 松井史郎
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報告1 l 
第3回 甲状腺検査専門委員会診断基準等検討部会概要記録

1 報 告

日時：平成24年 7月7日（土） 13 : 00～16 : 00 

場所：東京駅八重洲カンファレンスルーム 1ー D

( 1} 第 2回委員会議事録

報告 lに基づき、前回の協議内容等について報告が行われた。

2 協議

( 1 ) 甲状腺検査（二次検査）後の対応について

(2) 県外施設の認定、公表について

資料に基づき、県外施設の認定や公表について、協議が行われた。また、甲状

腺検査（県外検査）の具体的な対象者の説明等が行われ、県外検査の進め方につ

いて意見が出された。

(3) 甲状腺検査（一次検査）の結果報告について

資料に基づき、甲状腺検査（一次検査）の結果の報告が行われた。二次検査の

行い方について、意見が交わされた。

(4) 今後の県内での認定講習会への対応

資料に基づき、福島県甲状腺検査講習会について協議が行われた。講習会の今

後の予定や講習会の実施状況について報告が行われた。認定を行うことについて、

委員から意見が出された。
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｜・甲状線検査〈一次検査〉進捗状況（平成24年11月21日現在〉

H24年度実施分

H23年度実施分

合計 151,1621 

7~_ 1: 
2@.g 

: 33,581: 37.27?.: 38,979 1 5,86 
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※1 上段に各年齢階層ごとの対象者に苅する進捗率を、下段には受診者獄に対する割合を記載している。

瞳甲状腺検査〈一次検査〉協力体制状況（平成24年11月22日現在〉

学内及び学外支援の医師・按師数

H23年度 H24年度

｜協議－1=-1 1 

イのうち県外 県外居住者
居住者数（人） 受診率（%）

ウ ウ／イ

2,007 2$ 

一
5,182 4@.c 

~.7 

L - ー一一一－ －・E・－

（単位人〉

言十

実人員 延ベ 実人員 延ベ 実人員 延ベ

学外医師 42 185 52 278 94 463 
・．．． . ，・．・・ ..ー酢 61 ・.. 230 ー・ ー・ ． 80 404 141 ・・．．．．．．． 634 

学外技師 19 45 28 126 47 171 

学内医師 39 173 27 216 66 389 
ー.................. ...・ 4・・・・・・・ 4・ー 61 266 40 ．．．．， 397 ．．．．．．． 101 ・ーー・ 663 
学内技師 22 93 13 181 35 274 

計 122 496 120 801 242 1.297 



。
甲状腺検査の実施状況 ‘

｜・甲状線検査の現状 ｜ 

｜幽甲状腺検査スケジュール及び対象者（参考〉

・・・E軍司・厩E・・・I 実施揚所 ｜ 
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O甲状腺検査の結果概要①

検査実施総数 ［ 

H23年度 ｜ I H24年度 ！ 
i 38,114人｜I 64,609人

店時結実［
/\?;;~??,}8 24年度三計九割

A CA1) l結節や嚢胞を認めなかったあぬ 11 24,4169人 64.2% 
判 ι aν 99.5%

定 (A2.) 5.Rmm以下の結節！や乏O.＠別冊以下の嚢胞を認ゆたちの 13,459人 35~3% 

B判定

C判定

唇.1mm以上め結節ゆ乏0.1棚以どの嚢胞を認め定琶の

甲状腺の状態等から判断して、直ちに二次険査を要
するもの

C判定結菓め説明J
A1、A2判定ほ次回（享成26年度以降〉の検蓋まで経過観察

186人

0人 o .~%i 

昌、 C判定は三次検査〈三次検査対象者に苅レては、二次検査目時、揚所を改めで通知レて実施〉

36,95g人 57.2%

2?,293人 42.2%

ヨ57人

1人

※ A2の判定内容であヨて右、甲状腺の状態等から二次桟査を憂するζ判断レた方にコいては、白判定とレでいます。

※ 1924年度の横蓋結果については、検査結果が確定している101312日1受査治までを集計レていますq

く参誓〉

[ -H23年度 ｜ I H24年度

圃”畳留置

99.4% 

ト ー 圃鹿璽璽圃置・・・－・・11111週・・・E園闘富田園田・・・・・・用ー・・・・・・

結節を認めたもの

0.003% 
嚢胞を認めたもの

385人
(1.01%) 

13,383人
(35.11 %) 

618人
(0.96%) 

27,312人
(42.3%) 
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甲状腺検査の結果概要②

1 年齢区分及び性別による判定状況

(H23年度実施分〕

三坦
c .A 

Gl G 合計
4,1 A2 

～ 三』

男性 主主性」 計 男性 女性 I 針 I 男性 一女性 5t 男性 女性 _ tt..._ 男箆且 女性 」 5士 男性 女性 計

0～5歳 4.332 4.194 8.526 6851 6821 1.367! 5.017 4.876 9.893 2 7 9 。 。 。5.019 4.883 9.902 

6～10歳 3.406 2.985 6.391 2.052J 2.2021 4.2541 5.458 5.187 10.645 6 11 17 。 。 。5.464 5.198 10.662 

11～15歳 3.262 2.838 6.100 2.4;66 2.8341 5.300! 5.728 5.672 11.400 18 48 66 。 。 。5.746 5.720 11目466

16歳～ 1.782 1.670 3.452 1.150 1.3881 2.538 i 2.932 3.058 5.990 31 63 94 。 。 0, 2.963 3.121 6.084 

計 12.782 11.687 24.469 6.353 7 1 06 ! 1 3 4591 1 9 1 35 18.793 37.928 57 129 186 。 。 0 19.192 18.922 38.114 

【H24年度実施分（倹査結果が確定している10月12日桟査分までを集計〉〕

g c 合計
A1 A2 

.~性←＿ ！士ー－』 j君使ι 一室箆ι ~！＇一一 ι 男性 一女性牛－ 昔L」 男性 女性 Rt 男性 女~.→一位← 男性

0～5歳 7.382 6.627 14.009 1.851 2.022 3,873 9.233 8.649 17.882 4 3 7 。 。 。9,237 

6～10歳 5.226 4,364 9,590 4,928 5.088 10.016 

…ミまはまいま三
14 31 45 。 。 0 10.168 

11～15歳 4.848 4.208 9.056 4,687 5,077 9.764 47 97 144 

16歳～ 2.122 2.181 4.303 1.654 1.986 3,640 3.776 4,167 7.943 53 109 162 。
〆 言十 19.578 17.380 36.958 13,120 14.173 27.293 32.6981 31.5531 64.251 118 240 358 。

2 年齢区分・性別・年度による判定割合

【男性

犠 H23 86.3 13.7 I 
u、
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増0F益4 _Hーー2ー3ーーー
.6:2 .~ 37.6 。！

H24 51.4 48.5 o! 、B
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v、n寸

48.9 al ::' 寸
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H24 46.0 5:3.7 V『、白
女

性 総~寸、H23 49氾 ヰ9.6

〕 t
54.1 宇4 H24 ~ 4 .9 F寸

H23 53.5 44.5 2.0 
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0% 20% 40% 60% 80% 100% 



甲荻腺検査（二次検査〉の実施状況 ｜協議1-3I 

，－.中状腺検査（全県先行設会示二次検査概要 ｜ 

1 二次償査の現状
．平成24年3月122日から二次横査実施。当初は週1回の実施だったが、平成24年7月30日から週2口実施している。
・現在、超音波診断装置 c，白〉の追加購入手続きをしている。
・年度内には福重県内においτ、本学以外でも二次検査が実施できる拠点の整備を検討中。

2 二次検査の課題
・一次検査1の！実施とともに二次検査苅象者ち増加しているが、まだ、一次桟査の進捗に追いついていない。
・一次験査から二次桟査までの検査期間が多ψあったとしても影響がないことを説明しているが、対象者からは、二次桟査についても

,, 早期の実施（一次検査から閣をおかず1が求められている。
・県外等遠方に避難している二次横査苅象者については、本学に複数回来院する際の交通費等経済的、時間的な負担が大きい。

I•甲状腺検査〈全県先行検査〉二次検査実施スケジュール ｜ 

・・lf..iE霊盟国・匝贋掴E盟国 ｜町 IH25.2 I H25.3 I H25.4～｜ 

臨雪量 1'・&3邑篭

瞳璽 357名

国甲状腺横査（全県先行検査〉二次検査実施状況 〈平成24年11月19日現在〉

23年度
1861 1221 231 991 11 I 161 

実施対象者

24年度
3571 71 41 31 OI 11 

実施対象者

合計

※1 異常なしのため、次回は26年4月以降の本格検査Lおいて横査を実施する蛍診対象者。

※2 概ね6か月後または1年後に再診するなど通常の診療に移行した者。

721 

21 

• H24.10.12実施分まで （必要
に応じて｛要先的に検査を実施〉

461 261 279 

21 OI 14 

293 
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県外検査実施機関での検査実施等について ｜協議2-1I 

｜・県外検査実施状況 CH24.11.22現在〉

l※平成24年11月1臼から県外検査機関で甲状腺検査を開始 ｜ 

E冨圃園冨冨圏置豊富置圏盟理置圏直

I•平成24年度県外検査実施スケジュール〈案〉

・盟国E－園・盟国
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l馴倹査実施機関
おいて検査実施

県外避難者等に対する倹査の
実施

側関関~~泌総人、 避難区域等市町村苅象
者より順次検査を実施



協議2-2i

亡三至宝E二】
・・・・ ・・・・ ・・・・ ・・・・ ・・・・ ・・・・ ・・・・ ・田・・ ・・・・ ・圃圃・ ・・・・ ・・・・ ・・・・ ・・・・ ・・・・ ・・・・ ・・・・ ・・・・ ・・・・ ・・・・ ・・・・ ・圃・・ ・・・・ ・・・・

【 ⑤日時揚所連絡
仁亙至~

⑦一次検査

① 福島県立医科大学（以下、
福島医大）より県外検査
のお苅らせを送信。

② 対象者が、福島医大に
検査受診希望日を連絡。

③ 福島医大と県外検査拠
点施設とで日程の調整。

り
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④

⑤

 

⑥ 対象者が一次検査を受診
のため、対象施設へ。
県外横査拠点施設で一次
横査実施。

⑧－－ . .：：＿.次検査の画像デ斗タと
一次検査レポートを、福
島県立医科大に送信。

⑨ 福島県立医科大学にて画
像等を確認し判定。

⑪ ー次横査結果を苅象者へ
通知。



・・・・・Bi歪~匡歪霊霊盟国・・・・・

① 二次横査を県外で受診で
さることを福島医大より
苅象者ヘ案内する。

② その後、対象者と福島医
大及び県外検査拠点施設
との日程調整は、一次検
査フローチャー卜を参照
の為、ー部省略とします。

④二次検査
（超音波・探血・探原）

⑧こ次検査am
結果判定

現医霊留置圏
円
4

『・．．
 
，
 

．．．
 ．．．．
 

圃嘗震品官11::lf品

⑪二次検査
結果説明

⑪細胞診
結果説明

③ 
警官へ次積査知為

④ 一 査設探を。血実施
、採原を実施

を福島医大へ送

二 定結果を実施

警へ詰
二 検者象 果施を設実施へ。施設

で 説明。

⑫ 必要な揚台、細胞診実施。
⑬ 細胞診試料を福島医大

へ送付。

⑭ 細胞診結果判定。

⑮ 細胞診結果送信。

⑬ 二次検査細胞診結果説明

の為実施施設へ。
⑪ 細胞診結集説明。
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平成24年度 ｜協議2-3j 

県外横査予約状況 11月 12月

1羽目関g H需菖』冒f・E時F
2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 2日29 30 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31 

続2・・2・ 木 ｜骨 土日 月火 71(木 舎 土 日 月 火水 木 舎土 日 月 火水 木舎 土日 月 火水 木 舎土 日月 火＊i京 金 土 日 月火 ＊ 木 金土 自 民 ’l'l,I< 太 ｜＃ 土日 日 ，k ,I< 士 i告 土 日同

~ 可“”‘奮程 9 3 
' ヴヴ 1 -

0103 29 
0201 16 
0301 29 ,,. 
0401 92 目 q z・B
0402 141 ’m 

同

0501 39 
060市 101 14 -日 .. 司 •'?, l白 ・圃． .... .. 直．
0801 75 f 園田園 12 

0802 'J-9 57 '" 
,,. 

'" 0001 
、

32 
0902 30 ヲヲ ヲ

0903 ：：；さ至一 2 
0904 23 圃U圃 11:1 自
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平成24年度

県外横査実施状況
｜協議2-4I 

市頁
信置楓閲 自illlll!.

1 2 3 • 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 

木金 土日 月火 水木 童土 日月 火水 木童 土日 月火 水木 金 土 日月 火水 木壷

0101 札幌匡ね大学附属術院 9 

0102 上健早技腺クリヱック 1 

0103 北進軍大学療院 29 

0201 弘前大字付属病院 16 

0301 喪服クリニック 29 

040司 濡：..子＇'J•J=--:fク1 92 32 ゐ，45

0402 ~北大事術院 141 1・3
0501 数回文学医学部附属痛院 39 

0601 山形大学置学部付属揖院 101 

0801 水府病院 75 

0802 水戸匿後センター 57 

09<コ1 栃木県立がんtンヲー 32 

0902 住野厚生総合商院 30 

0903 濁箇医科文学日光医揮官ンヲー 2 

0904 自治E軒大学附属荊院 23 

0905 掲協匡科大字附属術院 7 

1001 群属文学匿学剖付属晴院 62 

:!J101 験山嗣院 94 27 

1201 千葉文学医学部附属婿院 77 

1301 東京車車会置ね大学附属摘院 26 

1302 虎田門摘院 13 

1303 車京大学E学部附属揖院 43 

1304 東邦文学医置センヲ大森病院 23 

1305 国立成育医檀センヲー 19 

1306 61属病院 34 

1307 池袋痛院 114 

1308 7-1（ンJ、ィツクリニック 36 

1309 公立昭和曙院 36 

1401 構嵩市立大学附属市民韓合軍橿センター 67 

1402 北里大学摘院 87 

1501 新潟市 84 

1502 畏岡市 60 

1503 柏崎市 89 

1601 かみいち総古摘院 7 

1701 金沢匡科大学繭院 22 

1801 福弁県立病院 10 

19<コ2 山製大学ll'i＇！＇剖附属揖院 31 

2001 相理揖院 20 

2002 匝図市立摘院 5 

2101 多治見輔院 19 

2201 桜ケ丘総合病院 27 

2202 浜松医科大学附属痛院 4 

2301 名古屋大学医学部附属洞院 17 

2302 量川市民痛憤 5 

2501 滋賀医科大学医学部附属病院 9 

2702 大阪市立大学医学部付属揖院 15 

2703 大巨大学E学部附民需院 6 

2704 りんくう総合軍機センタ 7 

2801 隈揖続 13 

2802 立福痛院 4 

2日）1 近後大学置学部輩良輔院 9 

3αコ1 和世山蝿立医科大学附贋甫院 7 

3101 ’E阪大学医学部附属痛院 7 

3201 島担大学医学部附属摘院 7 

3302 岡山文学病院 5 

3303 川崎医科大学附属輯院 18 

3401 土谷総合揖院 3 

3501 山口文学医学部附属病院 5 

3701 高訟車＋芋婿院 6 

3801 量媛大学附属鋳院 3 

3割引 高知文学医学部柑属商院 1 

4001 やまし疋クリニッヲ 12 

4002 久留米大学構院 5 

4101 ’l、地情院 1 

4201 畏同文学制属病院 2 

4202 畳旬医療センヲー 3 

4301 国民クリニック 1 

4401 野口揖焼 12 4 5 

4501 宮崎大学直学師附属甫続 11 

4601 鹿児島大学病院 12 

4701 浦通総合甫院 15 
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一掬助一判定の結果通知の方法について

【結果通知の方法】
現状までの経緯
(H23年度〉
A 1, A2, B, Cで分類。
A1判定結節や嚢胞が認められない揚合
A2判定 5.0mm以下の結節や20.0mm以下の嚢胞が認められる揚合
B判定 5.1mm以上の結節や20.1mmJ以上の嚢胞が認められる揚合
C判定直ちに二次検査を受けるl白要が認められる揚合
A2判定の結果は、 「小さな結節（しこり〉や嚢胞（液体が入っている袋のようなもの〉が
ありますが、二次検査の必要はありません。」という結果通知を行っていだ。
→A2判定の保護者の方から結節か嚢胞のどちらがあるのかという問い合わせが多数寄せられだ。

(H24年度〉 n 
A 1, A2, B, Cでの分類後、 A2をさらに①（結節），②（嚢胞），③（結節と嚢胞の両者）と細分化。
A2① 5.0mm以下の結節が見受けられる揚合
A2② 20.0mm以下の嚢胞が見受けられる揚合
A2③ 5.0mm以下の結節と20.0以下の嚢胞が見受けられる揚合

また、追加でA2判定の説明用紙を一枚追加する。
→結節か嚢胞若しくは両方が判明した疋め、 A2判定は2年後の検査で大丈夫なのかという問合せや、
結節や嚢胞の具体的な説明を求める声が寄せられる。ぐ1

~ 
甲状腺検査全般について説明するリーフレットを追加する。

現在、結節や嚢胞のサイズや複数の膏無を確認する問合せが寄せられている。

【検討案】
結果通知について
結節や嚢胞のサイズや複数あるかという問合せに対応するために、現在の結果通知に
結節や嚢胞のサイズと複数の有無を記載することを検討している。

【参考】

コールセンターへの問い合わせ件数

(H24年度（H24.3.30～H24.11.16))

＼、ノ

／L＼ 

全体 うち甲状腺 うち相談、
検査関係

意見その・要他望※、 うち事務局で
回答レたものうちA2判定に

関するもの

(A) (8) (C) CD) CE) 

35,265 28.270 11.474 595 399 

80.2% 40.6% 5.2% 67.1% 
※A2判定に関するちのだけを抽出したデータはなく、
その多くがこの相談、意見・要望、その他に分類されでいる。

※全体 CA）のうち、

・甲状腺検査関係（8）の割合・・・・・ 80.2%
うち相談・意見等 CC）の割合・・・ 40.6%

うち事務局対応（D）の割合・・・ 5.2% 
→H24年度分の問い合わせのうち、甲状腺横査に
苅するものが、 8割を超えている。
そのうち、約11.500件は判定内容に闘する部

分を含む相談、意男等であった。
事務局の担当者が対応せざるを得ない案件は

595件、そのほとんどがA2判定に関する内容で
ある。

検査結果に対する問い合わせ内容について（主な要望事項等〉
・結節（嚢胞〉のサイズを教えてほしい
・結節（嚢胞〉が複数あるのか教えてほしい
・結節（嚢胞〉がある揚所を教えてほしい
• A2判定は本当にすぐに検査する店I要がないのか
・結節（嚢胞〉の説明をより具体的に教えてほしい
．より詳しい説明を書面でほしい
・結節（嚢胞〉は癌化するのか

※事務局が対応した案件から良く聞かれる内容を抽出。



I•自己情報開示請求の主な限 J 

現在、エコー画像や検査レポートについては、 「福島県個人情報保護条例Jに基づく自己情報開示請求により、エコー画像
や検査レポートの開示請求を受けているが、本人確認〈戸籍抄本の提出〉や開示文書の写しの代金納入など、手続きが煩雑
なこともあり、機会があるごとにもっと簡易にエコー画像や検査レポートが入手できるようにしてほしいとの要望が出てき
てい墨n

副自己情報開示請求の実施状況 ｜ 

H23 • H24年度
実施分

※1 その他の市町村は、川俣町、保原町、票折町、霊山町、広野町。

0.0$ 61: it 
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協議5-1
甲状腺超音波検査講習会について

1. 目的

福島県における県民健康管理調査の詳細調査である小児の甲状腺超音波

検査にたいし、本県医師の参加、実施を早期に実現可能にするために、

講習会を開催し、甲状腺スクリーニングに必要な甲状腺の知識と超音波

検査に関する知識および実施手技の習得をめざし、本検査の実施者に対

する認定作業を行う。

2. 対象

福島県医師会会員および県内に在籍している医師および超音波検査を実

際業務としている超音波検査士、臨床検査技師。

3. 方法

A.指定の講習会の受講（1回 5点）、 B.ハンズオンセミナーの参加（一回

5点）、 C，認定試験（筆記試験（画像読影含む）、実技試験）。

A,Bそれぞれ 15点、 10点以上のかたが受験資格をえて、 Cを受験する。

A.講習会、 Bハンズオンセミナーを県内主要都市で行う。福島市、郡山

市、会津若松市、いわき市、白河市、相馬市など

Cに関しては別途県内数カ所で実施する。

講習にあたり、支援7学会からの講師および試験委員を委託し

医師会および、放射線医学県民健康管理センターとともに実施運営にあた

る。

心j 資格認定に関しては上記運営にあたる組織から構成される、「福島県県民

健康管理調査甲状腺超音波検査認定委員会」名で認定証を授与する。

4. 実施期間

2012年 11月から 2014年 3月までの土日祝日

（受講者の数によっては延長もあり）

5. 認定後の予定

1) 認定後は各地で開催される甲状腺超音波一次検査に参加してい

ただく。

2) 県外施設契約と同様に一次検査の契約を行い、自身の施設での

健診を受託する。


